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役
員
会
報
告

広
報
委
員
リ
レ
ー
見
聞
録

日
吉
神
社
よ
り

■
公
民
館
清
掃

当
分
の
間
中
止
と
致
し
ま
す
。

再
開
時
は
、
そ
の
時
の
直
近
の
当
番
班
の
皆
様
の
担
当

と
な
り
ま
す
。
再
開
の
お
知
ら
せ
は
、
防
災
無
線
や
福

島
町
だ
よ
り
に
て
、
ご
連
絡
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

●
十
月
十
五
日
（
土
）
第
二
十
八
・
二
十
九
・
三
十

班

班
長
の
皆
様

●
午
前
七
時
半
よ
り
一
時
間

●
福
島
町
会
館
・
保
育
園
駐
車
場

欠
席
さ
れ
る
場
合
は
、
必
ず
交
代
要
員
を

出
し
て
下
さ
い
。

罹
災
証
明
書
取
得
の
お
す
す
め

物
故
者
法
要
の
お
知
ら
せ

能
美
市
芸
能
大
会
の
お
知
ら
せ

■
九
月
十
六
日
（
金
）
十
九
時
半
～

福
島
町
会
館

●
福
祉
厚
生
委
員
会

物
故
者
法
要
の
件
。
詳
細
後
述
。

●
広
報
委
員
会

今
号
の
作
成
・
配
布
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
。

●
自
主
防
災
会

今
後
の
運
営
に
つ
い
て
要
検
討
。

●
神
社
係

九
月
十
八
日
（
日
）
秋
祭
り
を
実
施
。

神
社
内
で
の
神
事
の
み
。
詳
細
後
述

●
公
民
館

田
ん
ぼ
の
清
掃
活
動
の
件
。
詳
細
後
述
。

●
生
産
組
合

た
ん
ぼ
用
の
ポ
ン
プ
故
障
。
市
に
申
請
中
。

●
議
会

九
月
二
十
一
日
（
水
）
に
て
終
了
。

●
町
内
会
長

・
罹
災
証
明
書
の
取
得
の
件
。
詳
細
後
述
。

・
福
島
町
会
館
修
理
の
件
を
検
討
中
。

た
た
み
か
？
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
か
？
な
ど
。

■
マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
健
康
保
険
証

（
以
下
マ
イ
ナ
保
険
証
）
に
な
る
よ
う
に

申
込
し
ま
し
た
。
マ
ン
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
サ
ー
ビ

ス
開
始
時
か
ら
作
っ
て
い
ま
し
た
。

さ
て
今
回
マ
イ
ナ
保
険
証
を
作
る
に
至
っ
た
の
は

メ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
比
べ
る
と
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

●
就
職
な
ど
で
保
険
証
が
変
わ
っ
て
も
そ
の
ま
ま

使
え
る
。

●
過
去
の
治
療
や
治
療
費
、
薬
を
も
ら
っ
た
履
歴
が

わ
か
る

●
同
意
を
す
れ
ば
病
院
間
や
医
師
、
薬
局
で
過
去
に

処
方
さ
れ
た
履
歴
が
共
有
で
き
る
。

●
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
、
領
収
証
を
整
理
す

る
必
要
は
な
い

●
高
度
医
療
費
の
立
替
が
い
ら
な
く
な
る
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

デ
メ
リ
ッ
ト
は
ま
だ
対
応
の
医
療
機
関
が
少
な
い

こ
と
、
手
続
き
が
面
倒
く
さ
い
、
個
人
情
報
の
漏
洩

リ
ス
ク
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
は
時
間
の
経
過
で
解
消
さ
れ
る
し
、
自
分
自

身
の
管
理
の
問
題
か
と
思
い
ま
す
。

私
の
場
合
、
現
在
通
っ
て
い
る
医
療
機
関
が
対
応
し

て
い
る
の
で
、
問
題
な
く
使
え
そ
う
で
す
。
最
初
は

来
月
の
受
診
か
ら
使
う
つ
も
り
で
す
。

受
診
の
際
、
保
険
証
、
受
診
券
、
お
薬
手
帳
を
持
参
し

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
マ
イ

ナ
保
険
証
だ
け
で
す
み
ま
す
。
初
診
の
際
の
ア
ン

ケ
ー
ト
質
問
項
目
も
減
る
は
ず
で
す
。

結
論
と
し
て
自
分
の
健
康
管
理
や
負
担
が
へ
る
こ

と
に
繋
が
る
と
思
い
ま
す
。
来
年
の
健
康
保
険
証
と

し
て
の
利
用
登
録
を
す
る
と
、
p

a

y

p

a

y

や
ナ
ナ
コ
な
ど
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
支
払
い
の
ポ
イ

ン
ト
が
五
〇
〇
ポ
イ
ン
ト
、
公
金
受
取
口
座
の
登
録

を
す
る
と
さ
ら
に
七
五
〇
〇
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え

ま
す
。
実
質
一
万
五
千
円
分
の
現
金
が
も
ら
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
（
来
年
二
月
末
ま
で
）

最
終
的
に
政
府
は
保
険
証
を
す
べ
て
マ
イ
ナ
保
険

証
に
切
り
替
え
る
つ
も
り
の
よ
う
で
す
。

八
班

高
塚
巳
紀
雄

先
般
の
豪
雨
に
て
床
上
・
床
下
浸
水
な
ど
の
被
害

に
あ
わ
れ
た
ご
家
庭
は
、
能
美
市
に
罹
災
証
明
書
を

申
請
し
取
得
さ
れ
る
事
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

各
支
援
を
受
け
る
場
合
、
罹
災
証
明
書
が
必
要
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

以
下
は
能
美
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
原
文
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
大
雨
に
よ
り
、
ご
自
宅
な
ど
が
浸
水
で
被
害

を
受
け
た
住
宅
の
罹
災
証
明
書
の
発
行
な
ど
を
受

付
て
い
ま
す
。

必
要
な
方
は
、
税
務
債
権
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
部
税
務
債
権
課

●
電
話

〇
七
六
一
・
五
八
・
二
二
〇
六

●

F

A

X

〇
七
六
一
・
五
八
・
二
二
九
二

【
秋
祭
り
が
行
わ
れ
る
】

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
為
、
当
初
予

定
し
て
い
た
御
神
輿
、
獅
子
舞
が
三
年
続
け
て
の
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
町
民
の
皆
様
に
は
神
社

へ
ご
参
拝
に
来
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
日

中
は
福
田
神
役
に
よ
る
お
祓
い
、
午
後
五
時
よ
り
安
宅
住

吉
神
社
宮
司
に
よ
る
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
「
初
老
」
の
方
の
厄
払
い
式
が
無
事
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
神
明
祭
に
つ
い
て
】

十
月
十
六
日
（
日
）
神
明
祭
を
執
り
行
い
ま
す
。

神
明
祭
は
今
年
収
穫
し
た
稲
米
を
天
照
大
御
神
に
奉
る

お
祭
り
で
す
。
後
日
班
長
さ
ん
が
「
例
祭
御
供
米
」
袋
を
各

家
庭
に
配
布
致
し
ま
す
の
で
、
玄
米
又
は
お
賽
銭
を
入
れ
、

豊
作
の
お
礼
と
家
内
安
全
の
お
祈
り
に
ご
参
拝
下
さ
い
。

尚
、
当
日
は
午
前
十
時
～
午
後
八
時
ま
で
神
社
を
開
け
て

お
き
ま
す
。
尚
、
六
年
生
の
女
子
児
童
の
巫
女
に
よ
る
神

楽
舞
を
し
ま
す
。
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

午
後
六
時
半
よ
り
安
宅
住
吉
神
社
宮
司
に
よ
る
神
事
を

執
り
行
い
ま
す
の
で
、
各
種
団
体
、
関
係
者
の
皆
様
は
、
ご

出
席
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
境
内
清
掃
に
つ
い
て
】

❒
境
内
清
掃
の
お
礼

九
月
十
一
日
福
島
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
に
境
内
掃
除
の
奉
仕

作
業
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

❒
境
内
清
掃
の
お
願
い

十
月
九
日
（
日
））
午
前
八
時
よ
り
境
内
清
掃
を
行
い
ま
す
。

今
回
の
当
番
は
九
班
～
十
二
班
の
皆
様
で
す
。
ご
協
力
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
子
供
神
輿
を
貸
し
出
し
】

福
島
こ
ど
も
園
様
か
ら
の
要
望
で
子
供
神
輿
を
貸
し
出

し
し
ま
し
た
。

毎
年
の
秋
祭
り
に
は
子
供
た
ち
が
町
内
を
引
い
て
回
り

ま
す
。
.

秋
祭
り
の
祭
事
は
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
少

し
で
も
子
供
た
ち
が
福
島
町
の
子
供
神
輿
に
ふ
れ
て
も

ら
え
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

福
島
こ
ど
も
園
夏
祭
り
・
園
長
よ
り

い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
福
島
こ
ど
も
園

園
長
の
黒
田
で
す
。
今
年

の
園
の
夏
祭
り
は
、
福
島

町
の
こ
ど
も
神
輿
を
お
借

り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の

雨
天
で
、
こ
ど
も
神
輿
巡

行
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
神

輿
を
囲
ん
で
の
輪
踊
り
な

ど
、
楽
し
い
夏
祭
り
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

■
十
一
月
五
日
（
土
）
十
四
時
～

■
能
美
市
根
上
総
合
文
化
会
館
に
て

福
島
町
よ
り
、
犬
丸
さ
ん
ら
お
琴
の
皆
様
が
参
加
さ

れ
ま
す
。

皆
様
の
ご
活
躍
を
応
援
致
し
ま
し
ょ
う
。

合
掌
地
蔵
秋
の
法
要

■
九
月
二
十
三
日
（
金
）

今
の
福
島
町
を
築
か
れ
た

先
人
の
皆
様
に
お
参
り
を

致
し
ま
し
た
。

お
地
蔵
様
は
福
島
町
交
差

点
海
側
す
ぐ
近
く
に
お
ら

れ
ま
す
。
法
要
は
春
・
秋
に

行
っ
て
い
ま
す
。

■
十
月
三
十
日
（
日
）
午
前
十
時
～

■
福
島
町
会
館
に
て

十
七
名
様
の
法
要
を
執
り
行
い
ま
す
。

時
節
柄
、
関
係
者
様
の
み
の
参
加
と
し
、
関
係
者
の

皆
様
に
は
、
別
途
個
別
に
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

戦
没
者
の
方
々
の
法
要
は
行
い
ま
せ
ん
。

現
在
、
福
島
町
会
館
で
は
、
健

康
教
室
を
実
施
出
来
ま
せ
ん
。

当
分
の
間
中
止
と
致
し
ま
す
。

福
島
町
会
館
復
旧
後
の
再
開

時
に
は
、
ご
連
絡
申
し
上
げ
ま

す
。

■
い
き
い
き
サ
ロ
ン

・
「
菊
の
会
」
舞
踏
鑑
賞

・
十
月
二
十
日
（
木
）
午
前
十
時
～

・
福
島
町
会
館
に
て

■
会
員
募
集
中
で
す
。
会
員
の
親
睦
と

福
祉
の
増
進
、
ふ
る
里
作
り
へ
の
寄
与

を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
お
近
く

の
会
員
に
、
お
声
が
け
下
さ
い
ま
せ
。

公
民
館
清
掃
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
日

田
ん
ぼ
の
ゴ
ミ
清
掃

■9月24日（土）
公民館運営委員が中心となり実施。

道行く人のモラルが向上したのか、空き

缶などのポイ捨てゴミはほとんどありませ

んでした。


